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―― どのような研究内容か？

スマートフォンの登場は、我々の社会全体に大きな変革を
もたらしました。これはいつでもどこでもインターネットに
つなげられるようになった、通信の「無線化」に端を発しま
す。無線化のインパクトは高く、思い返せば身の回りの多く
の電子機器が無線化されていくことに気づくと思います。そ
のような中で、最後まで残された「有線」が電気を送る電線
だといわれています。もし、煩わしさなく「いつでもどこで
も簡単に」電力を得られるようになれば、携帯電話の登場と
同様の社会的インパクトを与えるかもしれません。

我々は、電力を無線で送る「無線電力伝送」に関する研究
開発を行っています。図１にあるように、無線電力伝送には
いくつかの方式がありますが、私はこの中でコイルを用いる

「電磁誘導方式」「磁界共鳴方式」を中心に研究を進めていま
す。電力を無線で送るには交流電流（正弦波状の波）を作る
必要があります。この交流電流の周波数（１秒間あたりの波
の数）を高くすることを主たる研究課題としています。

―― 何の役に立つ研究なのか？

現在、世界中で図２にあるようないろいろな無線電力伝送
システムが検討されています。この図から無線電力伝送が夢
を持った技術であることを感じていただけると思います。（a）

図１：無線電力伝送の伝送方式（［1］ copyright（c）2018 IEICE）

図２： 無線電力伝送で現在検討されているアプリケーション
（［1］ copyright（c）2018 IEICE）
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はいわゆる「置くだけ充電」です。（b）は電気自動車向け充
電システムで、送電機を地中に埋め込みそこに駐車すれば勝
手に充電を完了します。（c）のように近い将来家からコンセン
トがなくなり、無線で給電できる環境が整うかもしれません。

（d）は走行中の車に給電しようとするものです。走りながら
常に充電できるので、将来充電スタンドさえいらなくなるか
もしれません。（e）では宇宙で太陽光発電を行い、そのエネル
ギーを地球へ送ろうとしています。

実は無線電力伝送の概念は120年以上前に遡ることができ、
エジソンのライバルといわれる二コラ・テスラによる「地球
システム」にその原型をみることができます。最新のテクノ
ロジを駆使して長年夢見てきた技術の実現に一歩一歩向かっ
ていく。そのことを実感しながら研究を進められるところに
本研究の面白さがあります。

―― 今後の計画は？

我々は情報の立場から研究に取り組むことにより、独自の
設計ツールを開発しました［2］。これら独自の技術を駆使する
ことで、我々にしか解けない研究課題に積極的に取り組み、
誰もが必要とする基礎技術を確立していきたいと考えていま
す［4］。また、具体的応用例として図３のようなロボットアー
ム向け無線電力伝送システムを開発する予定です。

―― 関連ウェブサイトへのリンクURL

研究室 URL:
▶http://www.s-lab.nd.chiba-u.jp/

――  成果を客観的に示す論文や新聞等での掲
載の紹介
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―― この研究の「強み」は？

この分野において、ソフトウェアとハードウェアを同時並
行的に開発できる研究機関はほとんどありません。シミュ
レータ開発（電子情報）、最適化プログラムの実装（情報）、
回路の実装実験（電気電子）などをすべて自前で行える点が
我々の強みです。この独自の研究アプローチが独創的な研究
成果につながります。

―― 学生や若手研究者へのメッセージ

私は10年以上、ほとんど研究成果が注目されず、ときには
否定されるような時期を過ごしました。しかし、我が道を信
じ、徹底的に技術を突き詰めていきました。その磨き続けた
技術が今日の無線電力伝送研究の技術基盤となっています。

みなさんには、いろいろなことに興味を持ち、新しいこと
に貪欲に挑戦してもらいたいです。そして、周りの評価にぶ
れることなく我が道を突き進む「芯」をもって、興味をもっ
たことに没頭してほしいと思います。

図３：ロボットアーム向け無線電力伝送の開発

図４：実験の様子

図５：実験回路とその波形


